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私は多少とも医学書出版の企画に

関与した経験から，「類書がない」

ということが新しい企画が審査委員

会をパスする重要要件だと知った。

ところが近年の認知症本はやりとも

いえる状況においては類書だらけで

ある。大型書店の認知症コーナーに

立つと，多くの編集・企画者は「似

たものをどうやって差別化する

か？」に相当な努力をされているな

という印象さえ抱くようになってい

た。つまり個性の乏しい認知症関連

書籍の出版がこの数年多すぎるので

はないかと思っていたのである。

ところが本書はその印象を久々に

打ち破ってくれた。まず認知症時代

にマッチしたエンサイクロペディア

風に仕上がっている。すなわち認知

症を扱う医学書としての基本は踏襲

しつつ，従来の書では記載の乏し

かった多職種の連携や介護保険制度

といった地域ケアのポイント項目も

しっかりと扱われている。認知症医

療に携わる者が「はてな？」と思っ

たときに，すべての疑問に応じられ

る漏れのない目配りがなされてい

る。また４大認知症（アルツハイ

マー型認知症，血管性認知症，レ

ビー小体型認知症，前頭側頭葉変性

症）とよく言われるが，本書ではそ

れ以外の変性疾患や感染症による認

知症も詳述してある。こうした点

は，初学者はもとより専門医にとっ

てもありがたい。さらに本書の執筆

者はこれまでの成書の執筆者に比べ

て若く気鋭の先生が多い。それだけ

に発想や記述が新鮮である。

さて，本書の最大の特長は，各疾

患の一般的な記述の後に，「患者・

家族への指導・アドバイス」と「看

護師・コメディカルなどへのアドバ

イス」というユニークなコーナーが

設けられていることだろう。臨床家

にとってこのようなアドバイスは日

常的な行為であるはずなのだが実は

容易でないだけに，何ともありがた

い。恐らくはこのようなコーナーを

設けた「類書はない」だろう。

認知症臨床にかかわられる方な

ら，初心者から熟練者まですべての

医師に座右の書として本書をぜひと

もお薦めしたい。
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